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Ⅲ「安らぐまち」の実現

1
火災予防の推
進

　火災を予防するととも
に、いざという時に行動
することができるよう、
幼少年から高齢者に対す
る火災予防啓発を推進す
る。

予防
課

住宅用火災
警報器の設
置率の向上

R7 88.0% ―
R7年度
比向上

3,775

2
消防音楽隊に
よる防火・防
災意識の醸成

　消防音楽隊の演奏やカ
ラーガード隊の演技を通
じて、幅広い世代を対象
に消防のPR活動や防火・
防災の啓発活動を実施す
る。

訓練
研修
セン
ター

聴衆者数の
確保

R5 9.2万人 ― 12 万人 900

3

ICTを活用した
救急搬送ス
ピードアップ
事業

　令和6年度に導入した
「患者情報管理システ
ム」の適切な運用を行
い、救急活動時間の短縮
を図る。

救急
課

心肺停止傷
病者の
1ヵ月生存
率の向上

R5 16.4%

R15年度
までの
目標：
26.6％

22.6 ％ 19,298

4
応急手当の普
及啓発活動の
推進

　不測の事態により傷病
者が発生した場合、現場
に居合わせた誰もが適切
に応急手当を行い、一人
でも多くの市民の命を守
るため、子どもから大人
まで幅広い範囲で、応急
手当の普及啓発活動を推
進する。

救急
課

心肺停止傷
病者の
1ヵ月生存
率の向上

R5 16.4%

R15年度
までの
目標：
26.6％

22.6 ％ 856

5
救急救命士資
格取得研修

　市民に対し、高度な救
急救命処置ができるよう
に、新規救急救命士や気
管挿管認定救命士の養成
を行う。

救急
課

心肺停止傷
病者の
1ヵ月生存
率の向上

R5 16.4%

R15年度
までの
目標：
26.6％

22.6 ％ 15,340

6
救急需要増大
に伴う救急車
の増台

　高齢化の進展等により
救急需要が増大してお
り、消防研究センターと
行った将来推計では、
2035年まで救急出動件数
の増加が見込まれてい
る。増大する救急需要に
対応するため、運用する
救急車を増台する。

救急
課

心肺停止傷
病者の
1ヵ月生存
率の向上

R5 16.4%

R15年度
までの
目標：
26.6％

22.6 ％ 0

市民への防火意識のさら
なる普及啓発

救急体制のさらなる強化
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